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　　　　　　　׆ಈใࠂ
今年度、在外研究の機会をいただいて一年ベルリンに
滞在しています。今はすでに十ヶ月を過ぎた頃ですが、とにかくヨーロッパ都市部の劇場が開いてる時期に居られる幸運を噛みしめつつ（英米の商業演劇と違い、ドイツや中欧諸国の劇場は、夏に来てもオフシーズンで閉まってしまう） 。とにかく片っ端から や舞台を観て回りたい衝動に駆られるのを押さえるのが大変な毎日。ベルリンやその近郊で訪ねた劇場のいくつかをレポート 企画力向上や舞台技術の習得などの観点から極めて重要である。
その他に花ホールには、 ホール公演をサポートする 「花
ホールスタッフの会」が組織されている。 「花ホールスタッフの会」は公演時の表方（受付・会場案内・クローク・バーコーナー）の運営だけではなく、裏方（舞台進行補助・アナウンス・ピンスポット操作 舞台設営撤去・舞台道具製作） サポ トもボランティアで行う。ボラ
したいと思います。
まずベルリンは一九八九年の壁崩壊後、急速に再開発
が進み、今もなお国立歌劇場とその周辺では、改修や改築工事が行われています。二〇年ほど前には人が西側へ流れたために空き家が増え、若いアーティストが安い家賃で都会の恩恵を享受できるオイシイ街でした。それ今ではおしゃれスポットも増え、ここ数 では現地のも信じられないぐらい家賃が高騰したと言います。 ンティアスタッフは、ホールでの公演において必要不可欠な存在となっている。
花ホールの利用者数は平成二十七年度で約九万九千人
であり、ホール稼働率は八〇％を超える。一日当たり約三百人が花ホールを利用している。併設された図書館を合わせると一日平均千人、年間三十万人を超える利用実績を残してお J
R北広島駅東口の顔として市民に
認知されてい ことを示している。
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そんな中、二〇一〇年秋から三年の予定で改修工事に
入ったベルリン国立歌劇場は、その工事が遅れに遅れ、いよいよ今秋のシーズンに杮落しか、 と噂されたものの、残念ながらあと一年おあずけ （写真①） 。代替劇場でシーズン再開後、二〇一六年一〇月三日に初日を迎えオペラ「フィデリオ」 （ベートーベン作曲）は「アイーダ」と並んで、劇場の杮落しに上演される演目。最近よく行われている公演前の解説では、この作品 は柿落し上演を意識した演出もあるんですが、とスタッフも苦笑い。
近郊の街では、たとえばドイツの中で最もミュージカ
ルが盛んで、豊かな商業都市ハンブルクには、二 一七年一月にエルプフィルハ モニー・ハンブルクがオ プン （写真②） 。 運河に面した古い埠頭倉庫の上に建設され、こちらも二〇一〇年以後、工事が遅れてコストも増加したのだといいます。でも今は日本からも音響設計のチームが参加したことなども話題になっており、現在は公演チケットも軒並み売り切れの人気スポットに。
一方、旧東ドイツではベルリンに次ぐ第二の都市 レ
スデン。ゼンパーオーパのオーケストラ どが日本でも知られているけれど、このたび鉄道沿いに一九世紀末に建設された産業遺産 発電所を改装して、郊外にあったオペレッタ劇場や青少年劇場を集めたシアターコンプレックスに変貌（写真③） 。二〇一六年 二月一六日オープン。ベルリンから長距離バスを使えばコストも安く日帰りも可能な都市で、 新たな動きが出てきています。
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